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右の二次元コードにて、お申込みください。詳細は公式HPにて。
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講師　前川直哉さん

コーディネーター　菅野真文さん

司会　星野俊樹さん

運営　田中めぐみさん
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第２回『学校の「男性性」を問う』読書会第２回『学校の「男性性」を問う』読書会第２回『学校の「男性性」を問う』読書会

ご参加の方は、序章、第1章、コラム３を

読んでおいてくださるとうれしいです。

【主催】教育科学研究会

教科研　
お申込み

お問合せ

教育科学研究会会員は、無料

非会員は、1000円となります。

非会員学生院生は、500円です。
https://kyoukaken.jp/205500

https://kyoukaken.jp/205564

私たちは「男性性」の語を用いることで、学校

の男性優位構造（「男性＝標準」とする構造）

を問い直そうとしてきました。

今回の読書会では、なぜ「学校の男性性」とい

う言葉が必要なのかについて、話し合いたいと

思います。

https://kyoukaken.jp/205500
https://kyoukaken.jp/205564

